
津山市地域公共交通計画【概要版】

○現在、人口減少や社会情勢の変化により、地方都市における公共交通の利用者は全
国的に減少しています。

○こうした中、津山市では県北の中心都市として、人的・物的交流を増加させる持続
可能な交通施策が求められています。

○以上より、津山市の公共交通のあり方についての調査・検討を踏まえ、「津山市地
域公共交通計画」を策定します。

計画策定の目的

計画の区域

計画の期間

計画の基本方針

評価指標と目標値の設定

計画の管理方法

本計画の区域は、津山市全域とします。

本計画の期間は、令和5年4月から令和10年3月までの5年間とします。

基本方針１

つかいやすい公共交通

基本方針２

やさしい公共交通

基本方針３

まちを元気にする公共交通

津山市の公共交通に関する問題点や課題を踏まえ、本計画における基本方針を次の
通り定めます。

◆広域的な移動サービスの維持・改善を図り，
市内の移動サービスの再構築を行います。

◆公共交通の担い手確保を支援します。

◆利用環境を整備し，市民や来訪者がスムーズ
に公共交通を利用できるようにします。

◆ 人や環境にやさしい車両の導入を進めます。

◆公共交通で、市全体における「交流」と
「にぎわい」を創出します。

◆公共交通による貨客混載など，各地域が抱
える問題の解決に向けた取組を検討します。

計画が対象とする公共交通

本計画は、市内を運行する次の公共交通を対象とします。

• 鉄道（JR姫新線 / 因美線 / 津山線）
• 各路線バス（交通空白地有償運送を含む）
• タクシー
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評価指標 現状値 目標値（R9）

➊鉄道の一日平均乗車人員 1,950人/日（R2） 2,200人/日

❷広域幹線及び地域間幹線（バス）の
年間利用者数

158千人/年（R3） 158千人/年

❸支線（バス）の年間利用者数 71千人/年（R3） 75千人/年

❹公共交通の経常収支率 29.1%（R3） 29.1%以上

❺公共交通による人口カバー率 77.1%（R3） 81.0%

❻公共交通の維持・確保にかかる市の
補助額

145百万円（R3） 145百万円以下

❼津山圏域第二種免許取得支援補助金
の交付件数

累計16人（R4末） 累計35人

❽バス・鉄道の定期券利用者数 1,622人/日（R3） 1,703人/日

❾市内のタクシー事業者が保有する
ユニバーサルデザインタクシー車両
台数の合計

2台（R3） 12台以上

❿中心市街地の歩行者・自転車交通量 10,008人/日（R3） 10,308人

⓫市街地循環線の年間利用者数 97千人/年（R3） 120千人/年
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○計画の進捗状況の報告・評価は，PDCA
サイクルにもとづき，津山市地域公共
交通会議で行います。

○庁内関係各課による幹事会や交通事業
者による分科会も開催しながら，施策
の実効性の向上，見直しを図ります。

【PDCAサイクルのイメージ】

市内路線バスの運行情報は、
こちらからご確認いただけ
ます。

津山圏域広域バスマップは、
こちらからご確認いただけ
ます。

計画＜Plan＞
• 地域公共交通計画に
ついて、状況に応じ
て改定

実施＜Do＞
• 計画に定められた
事業の実施

評価＜Check＞
• 計画の進捗、目標の
達成状況等を評価

見直し＜Action＞
• 見直し案を検討、
各年度の事業計画に
反映



公共交通の将来イメージ 基本方針を実現するために実施する施策

基本方針1. つかいやすい公共交通

施策① 幹線・支線等の役割・機能の明確化と運行効率化

【主な事業】地域間を結ぶ路線の見直し、公共交通結節点の明確化 など
【実施時期】令和5年度～令和9年度

施策② 旧津山地域における路線バスの見直し

【主な事業】運行経路の変更、路線の新設・見直し、小型車両の導入 など
【実施時期】令和5年度～令和9年度

施策③ 加茂・阿波・勝北・久米地域における路線バス等の見直し

【主な事業】路線バス等の見直し、新たな移動サービスの導入 など
【実施時期】令和5年度～令和9年度

施策④ デジタル技術等を活用した公共交通の利便性向上

【主な事業】MaaSや新たなモビリティサービスの導入検討 など
【実施時期】令和6年度～令和9年度

施策⑤ 公共交通の担い手確保

【主な事業】第二種免許取得支援、時短勤務や女性乗務員の積極採用 など
【実施時期】令和5年度～令和9年度

基本方針２. やさしい公共交通

施策① 公共交通で通学・通勤しやすい環境づくり

【主な事業】通学・通勤定期券購入者に対する支援の検討 など
【実施時期】令和6年度～令和9年度

施策② 利用環境の整備と情報提供

【主な事業】公共交通の待合環境整備、多様な媒体による情報提供 など
【実施時期】令和5年度～令和9年度

施策③ 公共交通のバリアフリー化

【主な事業】ユニバーサルデザインタクシーの導入費用補助 など
【実施時期】令和6年度～令和9年度

基本方針３. まちを元気にする公共交通

施策① まちづくりと連動した公共交通の利用促進

【主な事業】地域住民等と連携した企画の開催、貨客混載の検討 など
【実施時期】令和5年度～令和9年度
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旧津山地域（ごんごバス循環線沿線）

◆ 各市街地循環線の運行内容を適宜変更しな
がら利用を促進

◆ 人口が集積する地域について、新たな循環
線を検討

◆ 小循環線を見直し、予約型デマンドバスの
サービスを検討

阿波地域

◆ 市営阿波バスと阿波交通空白有償運送を一つの
サービスとして運行

◆ 阿波地域内はドアツードア型で運行し、加茂地域
中心部までの移動は停留所を設けて運行

◆ 公共交通結節点はJR美作河井駅に設定

広域幹線（鉄道、中鉄北部バス）

地区間幹線（ごんごバス）

支線検討エリア＜主に需要に応じた移動手段＞

周遊利便性を高めるエリア

地域生活拠点

公共交通結節点

支線検討エリア＜主に既存路線バスの改善＞

中心拠点

勝北地域

◆ 路線バスの運行形態を変更し、ドア
ツードア型の移動サービスとしての
運行を検討

◆ 公共交通結節点は、地域中心部（勝
北支所など）に設定

旧津山地域（北西、東、南）

◆ 地域や利用の状況を踏まえて現在の路線バスの
運行内容を見直す

◆ 利用が見込まれる地域の路線の新設を検討
◆ バスの運行が困難な地域について、ドアツード

ア型の移動サービスの導入を検討

久米地域

◆ 路線バスの運行形態を変更し、ドアツードア型の移
動サービスとしての運行を検討

◆ 公共交通結節点はJR美作千代駅、坪井駅、地域中心
部（久米支所など）に設定

◆ ごんごバスマルナカ西循環線を鏡野町に乗り入れる
ように変更

加茂地域

◆ 路線バスの運行形態を変更し、ドアツードア型の
移動サービスとしての運行を検討

◆ 公共交通結節点は、地域内の各鉄道駅及び地域中
心部（めぐみ荘，加茂支所）に設定

阿波出張所

JR美作河井駅
JR知和駅

加茂支所
JR美作加茂駅

JR美作滝尾駅

勝北支所

JR東津山駅
JR津山駅JR院庄駅JR美作千代駅

JR坪井駅

久米支所
JR高野駅
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